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▽
琵
琶
湖
と
最
初

に
出
遭
っ
た
の
は

中
学
の
修
学
旅
行

の
時
、
比
叡
山
か

ら
眺
め
た
。
し
か

し
、
そ
こ
か
ら
目

に
入
っ
た
の
は
湖

の
シ
ッ
ポ
の
大
津

寄
り
部
分
だ
け
。
▽
そ
の
大

き
さ
を
実
感
し
た
の
は
、
８

年
前
に
琵
琶
湖
１
周
の
サ
イ

ク
リ
ン
グ
に
カ
ミ
さ
ん
と
行
っ

た
時
。
雨
の
大
津
を
出
発
し

て
途
中
で
１
泊
。
彦
根
、
長

浜
と
賤
ヶ
岳
を
息
を
切
ら
し

て
越
え
、
竹
富
島
を
見
な
が

ら
、
雄
松
ヶ
浜
を
走
り
、
し

か
し
大
津
15
キ
ロ
手
前
で
夜

７
時
を
過
ぎ
、
つ
い
に
リ
タ

イ
ア
。
し
か
し
琵
琶
湖
は
様
々

な
風
景
を
見
せ
、
さ
す
が
日

本
一
の
湖
だ
。
▽
琵
琶
湖
は

も
う
１
つ
の
顔
が
あ
る
。
京

阪
神
１
千
万
人
を
支
え
る
水

瓶
だ
。
関
東
で
は
空
梅
雨
の

時
な
ど
、
ダ
ム
の
水
が
少
な

く
な
る
と
取
水
制
限
と
な
る

が
、
関
西
で
は
琵
琶
湖
の
お

陰
で
め
っ
た
に
そ
ん
な
こ
と

に
は
な
ら
な
い
。
▽
し
か
し

そ
の
湖
の
北
側
福
井
県
に
は

原
子
力
発
電
所
が
15
基
も
あ

る
。
美
浜
原
発
も
事
故
を
起

こ
し
て
い
ま
す
。
高
速
増
殖

炉
「
も
ん
じ
ゅ
」
な
ど
故
障

ば
か
り
で
、
動
か
す
こ
と
も

で
き
な
い
。
も
し
、
15
基
の

う
ち
１
基
で
も
事
故
を
起
こ

し
た
ら
、
福
井
県
だ
け
の
問

題
で
は
な
く
琵
琶
湖
は
死
の

湖
と
な
り
関
西
全
体
に
大
き

な
被
害
が
で
ま
す
。
今
稼
働

し
て
い
る
大
飯
原
発
を
と
め
、

全
原
発
の
再
稼
働
を
や
め
て
、

す
べ
て
廃
炉
に
し
た
方
が
良

い
と
お
も
い
ま
す
。

【
Ｍ
】

参議院選挙を前に、ＴＰ

Ｐ最新情報と憲法を学ぶ大

学習会を開催します。

私たちの仕事と暮らし、

子ども達の将来を大きく変

えてしまうこの大きな２課

題を大勢の参加で学び、た

たかいの力にしていきましょ

う。

とき７月１４日（日）

１３：３０～１７：００

場所東京土建本部

組合員・ご家族どなたでも

参加できます。ぜひお越し

ください！

税金・法律・経営・不払い・

融資・生活

支部へ電話でご予約ください。

第６２１号

まずは組合へ相談

６月９日（日）統一開催

日に８会場で開催しました。

会場を変えたところもあり

ましたが、変えたことによっ

て来場者が増えた分会もあ

ります。また、会場の定着

を図っている分会

も包丁・まな板削

りなど数を増やし

ています。住宅相

談は、件数が倍増

するなど飛躍的な

面も見られました。

【仕事対策部】

６
月
23

日
投
開

票
の
東
京
都
議
会

議
員
選
挙
は
、
投
票
率
は
残

念
な
が
ら
も
約
43
％
と
過
去

2
番
目
に
低
い
投
票
率
と
な

り
ま
し
た
が
、
自
民
党
59
人
、

公
明
党
23
人
の
候
補
者
全
員

が
当
選
し
都
議
会
過
半
数
を

獲
得
。
民
主
党
は
惨
敗
し
43

人
か
ら
15
人
、
共
産
党
は
８

人
か
ら
17
人
で
都
議
会
第
３

党
に
躍
進
、
み
ん
な
の
党
は

1
人
か
ら
７
人
と
躍
進
し
ま

し
た
。
維
新
の
党
は
３
人
か

ら
２
人
と
な
り
ま
し
た
。

新
宿
区
選
挙
区
で
は
、

（
敬
称
略
）
公
明
党

よ
し

く
ら
正
美
（
現
）
、
自
民
党

吉
住
健
一
（
現
）
、
共
産

党

大
山
と
も
子
（
現
）
、

自
民
党

秋
田
一
郎
（
元
）

の
4
人
が
当
選
し
ま
し
た
。

民
主
党

い
の
つ
め
ま
さ
み

は
次
点
、
維
新
の
会

お
の

け
ん
一
郎
、
み
ん
な
の
党

徳
広
正
人
は
当
選
に
及
び
ま

せ
ん
で
し
た
。

報
道
関
係
で
は
「
今
回
の

都
議
選
は
争
点
が
な
い
」
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
私
た

ち
東
京
土
建
は
耐
震
・
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
と
公
契
約
都
条
例
実

現
、
建
設
国
保
補
助
金
増
額
、

都
民
に
役
立
つ
公
共
事
業
で

地
域
に
仕
事
確
保
を
め
ざ
し

て
、
選
挙
の
投
票
を
組
合
員

に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

今
後
、
東
京
都
政
で
は
猪

瀬
都
知
事
と
議
会
と
の
た
た

か
い
と
な
り
ま
す
が
、
知
事

提
案
の
条
例
案
を
全
て
賛
成

す
る
都
議
会
に
さ
せ
な
い
た

め
に
も
、
今
後
の
都
政
を
見

守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

【
書
記

秋
山
清
】

少
し
前
私
が
代
理
で
仕
事
対

策
部
会
に
出
席
し
た
時
、
部
長

が
語
っ
た
住
宅
デ
ー
の
目
的
を

思
い
出
し
、
新
規
に
加
入
し
て

も
ら
っ
た
会
社
に
連
絡
、
代
表

者
が
社
員
を
紹
介
し
て
く
れ
、

当
日
は
初
参
加
の
組
合
員
さ
ん

２
名
と
さ
ら
に
は
そ
の
娘
さ
ん

が
参
加
。
娘
さ
ん
が
工
作
教
室

に
参
加
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち

に
一
生
懸
命
教
え
て
い
る
姿
は

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

【
落
合
東
分
会
長

稲
留
正
則
】

今
後
も
見
守
ろ
う

オ
ー
ル
都
知
事
派
に

６
月
30
日
に
「
賃
金
引
き
上

げ
を
求
め
る
建
設
現
場
従
事
者

大
集
会
」
を
砂
防
会
館
で
開
催
、

４
都
県
連
六
百
十
五
人
、
新
宿

支
部
か
ら
は

11
人
の
仲
間

が
参
加
し
ま

し
た
。

建
設
産
業

の
設
計
労
務

単
価
が
15
年

間
下
が
る
中
、
３
月
29
日
に
国

土
交
通
省
が
今
年
の
２
０
１
３

年
度
設
計
労
務
単
価
の
引
き
上

げ
を
発
表
し
ま
し
た
。
単
純
平

均
16.1
％
（
前
年
度
比
２
千
492
円
）

引
き
上
げ
を
発
表
し
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
下
請
単
価
、
労
働
者

の
賃
金
に
は
反
映
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
建
設
労
働
者
の
賃
金
を

確
保
し
、
若
年
者
も
建
設
業
に

希
望
の
持
て
る
産
業
へ
と
発
展

さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
建
設
労

働
者
の
賃
上
げ
は
極
め
て
重
要

な
課
題
で
す
。
今
回
の
集
会
を

継
起
に
建
設
職
人
の
大
幅
賃
金

引
上
げ
で
建
設
産
業
を
再
生
し
、

公
契
約
条
例
制
定
で
働
く
ル
ー

ル
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
集
会
と
デ
モ
で
し
た
。

【
賃
金
対
策
部
】

住宅相談は倍増

春の住宅デー

テントの飾りつけが抜群の

余丁町分会

余
丁
町
分
会
の
住
宅
デ
ー
は

住
宅
相
談
、
包
丁
研
ぎ
の
ほ
か

工
作
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
ヨ
ー

ヨ
ー
な
ど
。
親
子
の
参
加
も
多

く
に
ぎ
や
か
で
し
た
。

研
ぎ
手
は
計
良
工
務
店
の
若

手
２
人
が
協
力
、
若
い
組
合
員

さ
ん
の
参
加
で
分
会
全
体
が
活

気
づ
き
ま
し
た
ね
。

【
余
丁
町
分
会
田
村
ル
リ
子
】

TPP・憲法・共済を学ぶ

社会のことがわかる ６・30賃金引き上げを求める建設現場従事者大集会

組合の制度も

わかる

さ
せ
な
い
た
め
に

下請け単価、労働者の賃金に反映されてこそ
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６月1日より団体生命の事故死亡、
事故入院、障害給付の特約が廃止
され、死亡100万円、重度障害100
万円のみの給付です。また、7月1
日以降の新加入者から、加入は60
歳未満まで、ならびに給付保障が
74歳までとなります。ご理解・ご
協力をお願いします。

【厚生文化部】

3
年
目
と

な
る
子
ど
も

工
作
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

ご
家
族
で

ご
参
加
く
だ

さ
い
。

内
容

1
）
木
製
イ
ス

一
昨
年
好
評
だ
っ

た
木
製
イ
ス
を
復
活
！
小

ぶ
り
で
お
部
屋
の
イ
ン
テ

リ
ア
に
も
な
り
ま
す
よ
！

2
）
進
化
し
た
！
割
り
箸

鉄
砲
！
（
セ
ミ
オ
ー
ト
バ
ー

ジ
ョ
ン
）

毎
年
恒
例
の
割
り
箸
鉄
砲

が
進
化
し
て
登
場
。
ち
ょ
っ

と
し
た
工
夫
で

連
発
式
の
セ
ミ

オ
ー
ト
に
変
身
！

射
的
場
併
設
、

自
分
の
つ
く
っ

た
鉄
砲
で
景
品

を
ゲ
ッ
ト
だ
！

と
き

８

月

4

日

（
日
）
10

時

〜
15
時

ば
し
ょ

東
京
土
建
新

宿
支
部
会
館

前
（
北
新
宿

４
-33
-９
）

申
込
み
不
要
！

ど
ん
ど
ん
来
て

ね
〜
。

【
後
継
者

対
策
部
】

【
落
合
西
分
会

２
群
】

熱
中
症
に
気
を
付
け
、

特
に
外
工
事
の
場
合
、
こ

ま
め
に
休
憩
を
と
り
水
分

を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

賃
金
調
査
票
を
書
く
こ

と
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

【
淀
橋
分
会
合
同
群
】

団
体
生
命
の
制
度
変
更

は
条
件
が
悪
く
な
り
特
約

が
つ
か
な
く
な
り
ま
し
た
。

制
度
変
更
の
一
言
で
済
ま

せ
る
内
容
な
の
か
と
組
合

員
よ
り
意
見
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
。

回
答

団
体
生
命
の
詳
し

い
制
度
変
更
は
７
月
14
日

（
日
）
の
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
憲

法
・
共
済
を
学
ぶ
大
学
習

会
」
で
も
説
明
が
あ
り
ま

す
。
質
問
も
自
由
に
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

（
厚
生
文
化
部
）

【
四
谷
第
二
分
会
合
同
群
】

四
谷
第
二
分
会
な
ご
み

の
会
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

を
今
年
度
も
実
行
し
た
い
。

行
き
た
い
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
ら
井
田
ま
で
連
絡
を
。

【
落
合
東
分
会

９
群
】

７
月
の
群
会
議
＆
新
加

入
者
歓
迎
会
は
12
日
で
す
。

分
会
旅
行
ア
ン
ケ
ー
ト
。

団体生命

制度変更の

本
日
は
じ
め
て
土
建
の
会
合

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
住
宅
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
っ

て
く
る
仕
事
の
内
容
や
、
各
工

務
店
の
皆
様
の
状
況
報
告
な
ど
、

大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
定
期
的
に
参
加
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

(

余
丁
町
分
会

㈱
ピ
ュ
ア
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン

宮
武
泰
子)

都
議
会
議
員
選
挙
の
真
っ
最

中
、
候
補
者
の
演
説
が
街
に
響

く
。
皆
さ
ん
の
日
本
国
（
東
京
）

が
よ
く
な
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
姿
を
み
て
選
挙

に
一
票
を
投
じ
よ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。(

北
新
宿
分
会

秋
山
至
大)

日
中
、
気
温
の
高
く
な
る
日

が
増
え
て
き
ま
し
た
。
寝
苦
し

い
夜
も
あ
り
ま
す
が
、
ひ
と
雨

ふ
る
と
グ
ッ
と
気
温
が
下
が
り
、

心
地
よ
く
ぐ
っ
す
り
と
眠
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
長
く
雨
が
降

り
続
く
こ
の
季
節
涼
し
さ
を
も

た
ら
し
て
く
れ
る
な
ら
「
梅
雨
」

も
す
て
た
モ
ン
じ
ゃ
な
い
か
も

⁉

で
す
ね
。

（
落
合
東
分
会

山
口
真
彦
）

6
月
27
日
に
「
国
保
料
値

下
げ
」
と
「
戸
山
第
3
保
育

園
廃
園
撤
回
を
求
め
て
」
、

４
団
体
18
人
の
参
加
で
、
新

宿
区
役
所
前
で
宣
伝
行
動
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

新
宿
区
は
６
月
12
日
に
13

年
度
国
民
健
康
保
険
料
納
入

通
知
書
発
送
し
、
13
日
か
ら

週
間
で
約
１
千
件
を
超
え
る

区
民
か
ら
の
問
合
せ
が
あ
り
、

「
国
保
料
の
計
算
方
法
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
？
」
、

「
国
保
料
高
い
！
」
、
「
通

知
書
が
解
り
に
く
い
」
な
ど

の
問
合
せ
が
あ
っ
た
と
区
担

当
課
長
と
の
懇
談
で
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
区
議
会
第
２
回
定
例

会
で
は
戸
山
第
3
保
育
園
廃

止
条
例
（
案
）
が
提
出
さ
れ
、

自
民
・
公
明
・
民
主
無
所
属
・

区
民
主
権
・
花
マ
ル
５
会
派

が
賛
成
し
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

新
宿
区
は
５
月
１
日
現
在
、

認
可
保
育
園
入
園
待
ち
待
機

児
童
は
３
百
33
人
も
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
新
宿
区
は
待

機
児
解
消
と
言
い
な
が
ら
も

認
可
保
育
園
を
あ
ま
り
増
や

さ
ず
、
保
育
園
の
基
準
値
以

下
の
保
育
所
（
民
間
企
業
参

入
）
や
、
園
庭
が
ほ
ど
ん
と

な
い
保
育
ル
ー
ム
を
増
や
そ

う
と
し
て
い
ま
す
。
今
、
子

ど
も
を
育
て
る
父
母
た
ち
が

求
め
て
い
る
の
は
、
詰
め
込

み
保
育
で
は
な
く
、
ど
の
子

も
豊
か
に
元
気
に
育
ち
あ
え

る
こ
と
が
で
き
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
預
け
て
働
け
る
環

境
を
求
め
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
「
国
保
料
引
き

下
げ
」
と
「
戸
山
第
3
保
育

園
存
続
と
保
育
園
増
設
」
を

求
め
て
い
き
ま
す
。

【
新
宿
社
保
協
事
務
局
長

秋
山

清
】

高い国保料下げて！

【区役所前で昼休み宣伝】

●
ま
ち
が
い
箇
所
を
丸
印
で
示
し
、

支
部
ま
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
は

が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
。

分
会
・
住
所
・
氏
名
を
（
家
族
の

方
は
組
合
員
の
氏
名
も
）
書
い
て

下
さ
い
。
余
白
に
は
新
聞
の
感
想

や
身
近
な
で
き
ご
と
を
「
必
ず
」

添
え
て
く
だ
さ
い
。(

未
記
載
は
抽

選
対
象
外)

●
宛
先
〒
169
―
０
０
７
４

新
宿
区
北
新
宿
４
―
33
―
９

東
京
土
建
新
宿
支
部

●
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
人

に
図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

●
し
め
切
り
７
月
25
日
（
木
）

東
京
土
建
で
は
毎
年
、
５
月

末
賃
金
調
査
の
取
組
み
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組
み

は
組
合
員
の
賃
金
実
態
を
調
査

し
、
国
や
東
京
都
、
大
手
企
業

交
渉
な
ど
に
建
設
従
事
者
の
実

情
を
訴
え
、
賃
金
引
上
げ
の
根

拠
と
し
て
大
き
く
活
用
さ
れ
ま

す
。
６
月
の
賃
金
調
査
票
の
回

収
状
況
（
５
月
末
時
点
）
は
124

通
（
23.4
％
）
で
あ
り
、
３
割
回

収
（
540
通
）
を
目
標
と
し
て
取

組
み
で
あ
り
ま
す
の
で
、
賃
金

調
査
票
を
ご
記
入
頂
き
、
各
群

長
へ
お
渡
し
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

待機児童は３３３人

お知らせ

賃
金
調
査
票

調
査
に

ご
協
力
を

７

月 今年も開催するよ


